
瀬口小学校 学校沿革史 

 

明治 ９年 創立（木ノ神社拝殿）。 

  １０年 西南の役のため１２月まで休業。 

  １１年 西の脇に校舎新築。 

  １３年 学制改革により尋常・高等に分かれる。 

  １７年 学制改革により初等・中等・高等科に分かれる。 

  １８年 川内名村内各学校統合により川内名小学校と称する。八戸分校を設置する。 

  ２０年 学制改定により簡易科・尋常科・高等科に分かれる。 

  ２１年 松葉に分校を設置する。 

  ２４年 八戸分校廃止し北川小学校へ統合。 

  ２５年 小学校令実施。尋常・高等に分かち川内名小学校と改称する。 

  ２６年 松葉分校廃止。松葉小学校独立する。 

  ３６年 校舎改築のため木ノ神社を仮教場とする。１０月新校舎落成式。 

大正 ６年 校舎増築落成。 

  １３年 瀬口尋常小学校と改称する。 

昭和１３年 校舎改築につき仮教場として大野武一郎氏蚕室を借用する。 

１４年 新校舎落成。 

  １６年 瀬口国民学校と改称する。 

  ２２年 瀬口小学校と改称する。北川中学校瀬口分校併設。 

  ３１年 瀬口中学校独立。 

  ３２年 台風１０号により運動場流失。 

  ３５年 校歌制定。 

  ３６年 電話設置。 

  ３７年 鼓笛隊編成。 

  ３９年 ミルク給食開始。 

  ４１年 小学校旗制定。台風１３号による被害甚大。 

  ４２年 新校舎竣工。 

  ４４年 観察池完成。 

  ４７年 北川町制施行により北川町立瀬口小学校と改称。 

  ５１年 体育館落成。運動場完成。 

  ５２年 創立１００周年記念式典実施（３月１２日）。 

  ５８年 小学校・中学校分離独立校となる。 

  ６０年 プール完成 

平成 ８年 校舎大規模改修工事完了 

   ９年 台風１９号により運動場冠水。 

  １６年 台風２３号により校舎１階１０cm、体育館床上２０cm浸水。運動場冠水。 

  １９年 延岡市との合併により延岡市立瀬口小学校に改称。 

  ２０年 閉校（３月１５日に閉校記念式典開催）。  
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  【学校全景等（閉校記念誌より）】 


